
 

栄高等学校で多数のご来賓を迎え、認証状伝達
式が行われました。あれから 41 年、皆さんは先
輩からのバトンを受け継いで演奏活動と共に地
域に密着した奉仕活動を続けられております。
そして現在 2770 地区では 23 のインターアクト
クラブが活動されています。私は佐藤栄太郎先 
生とロータリークラブでご縁をいただき、長い
間お付き合いさせていただきましたので、今日
この場での皆さんの活躍ぶりを是非先生にもご
一緒にご覧いただきたかったなあと思っていま
す。隣に先生がいらっしゃらないことがとても
残念です。コロナ禍前は、家族とともに毎年楽
しみに定期演奏会を拝聴しておりました。今日
は久しぶりに皆さんの演奏を聴かせていただき、
その後世界でご活躍されているオーボエ奏者 
渡辺克也様のソロ演奏があります。とても楽し
みにして参りました。そして、インターアクト
クラブが今日まで 41 年という長きにわたり活
動が継続出来たことは町田弦校長先生をはじめ
学校当局のご理解と、教頭で吹奏楽部顧問の奥 
章先生をはじめ、諸先生方のご指導による賜物
と深く感謝いたします。今後も益々クラブが発
展されますことをご祈念いたし、話を終わらせ
ていただきます。ありがとうございました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
渡辺 克也 様 

ご紹介■林 正 会員 
1966 年６月 19 日のお
生まれで、1985 年に埼
玉県立浦和高等学校を
ご卒業されています。 
幼少期、４歳よりスズ
キ・メソードでピアノ
を、14 歳よりオーボエ
を始められ、県立浦和
高校の吹奏楽部でもオ
ーボエを担当。 1985
年、第１回国際オーボ

エコンクールで入賞。卒業後、東京芸術大学に
進学されています。東京芸術大学在学中の
1988 年、新日本フィルハーモニー交響楽団の
副首席奏者に就任。1990 年には、第 7 回日本
管打楽器コンクール、オーボエ部門で優勝、併
せて大賞を受賞されています。 東京芸術大学
卒業後の 1991 年、ドイツに渡り研鑽を積まれ
ました。 
とくに 1 年間在籍されたベルリン・ドイツ・オ
ペラ歌劇場管弦楽団では、首席奏者を歴任され
ています。渡辺様の演奏はドイツの新聞各紙に
「オーケストラピットでは渡辺克也のオーボエ
は計り知れない説得力で光彩を放っていた」 
「オーケストラの中の希望の光」と高い評価を
受けられたとのことです。 
現在はベルリン在住でソリスツ・ヨーロピアン
ズ・ルクセンブルグの主席奏者をお務めです
が、ソリストとしてもヨーロッパ各地の名手と
共演を重ねられ、ベルリンを拠点に日欧を舞台
としてご活躍されていま
す。我が国でも様々な交響
楽団とのセッション、CD の
リリース、洗足学園音楽大
学客員教授などをお務めで
す。本日はとてもご多忙な
なか、お越しいただきまし
たこと、心より感謝申し上
げます。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

吹奏楽部演奏 

オーボエ演奏 


